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線撮影装置を従来行っていた有線にて運用のCR 移動型 X 線撮影装置との作業効率を比較し、FPD 使用群の有
用性について検討していただいた。FPD使用群はCR使用群と比較し有意に時間短縮がはかれた。さらに有線に
て患者情報の取得および画像転送を行った CR 使用群に比べ無線にて運用となった FPD 使用群は患者情報の誤
登録や撮影部位間違えを起こす可能性が低減した。しかし、タッチペンによる患者選択方式は異なる患者を選ぶ
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演題10 「ER当直の2交替制勤務導入について」（日本赤十字社和歌山医療センター） 
































斎藤らは、造影 CT 検査中に CPR を経験した。その為、適切な処置ならびに対応ができることを目的にシミュ
レーションを行うことで、連絡体制および役割について検証した． 
シミュレーションを題材として医療チームが共有することが重要であることが知られた． 
造影剤の副作用のみならず、様々な容態変化が発生する可能性が有ることから、各撮影室での訓練や BLS 講習
を定期的に行うことも加えて救急医療に参加して行き、救急医療に携わる当たり前のような地位を確保して行き
たいものである． 
